
Ⅰ 農業および畜産の概要





１．農業の概況 

（１）農業人口と農家戸数 

  本県の人口は、1,457 千人となっており、世帯数は 609,411 世帯となっている。 

  （令和２年 3 月 1 日現在推計人口 沖縄県統計課より） 

  産業別就業者数においては、第一次産業者数の全産業に占める割合は、3.9%となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）耕地面積の推移 

  耕地面積は、平成２年以降毎年減少傾向にあるが、その中で牧草地はおおむね現状維持となっ

ている。 
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（３）農業・畜産産出額 

 本県の農業産出額は、令和元年は 977 億円で、そのうち畜産は農業全体の約 46.9％を占めてお

り、引き続き農業の基幹的部門となっている。 

 

 令和元年の畜産産出額は 459 億円で、前年に比べ 10 億円増加した。内訳では肉用牛が最も多く 

全体の 52.1％を占め、次いで豚が 28.7％、鶏が 10.9％、乳用牛が 7.8％となっている。 
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２．畜産の概要 

 

 本県の畜産は、温暖な亜熱帯気候を生かし、規模拡大、経営基盤の強化が図られてきた。近年、

我が国においては口蹄疫、高病原性鳥インフルエンザ、豚熱が発生しており、本県においても令和

２年１月に豚熱が発生し、今後、更なる家畜伝染病に対する防疫体制を強化する必要がある。       

一方、ＴＰＰ問題、配合飼料価格の高止まり、新型コロナウイルス感染拡大防止対策に伴う経済

活動の自粛など、畜産経営にとっては、厳しい状況におかれている。 

 

 

 

 

 
供用種雄牛：「茂北福」号  ※北福波の後継 No.1 の実力 

家畜飼養頭羽数の推移 単位：頭、千羽

S60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R元 R２

肉用牛 40,705 46,002 66,392 80,491 78,219 83,512 70,487 71,956 73,134 73,836 73,783 74,257

乳用牛 8,352 9,232 9,065 7,661 6,436 5,027 4,375 4,300 4,348 4,241 4,252 4,231

豚 323,575 317,303 315,487 298,657 240,524 248,275 210,863 211,452 210,756 206,828 218,081 212,665

採卵鶏 1,512 1,514 1,317 1,614 1,474 1,446 1,439 1,459 1,445 1,369 1,387 1,375

ブロイラー 670 990 850 835 741 850 595 583 617 574 602 460

「１２月末家畜・家きん等の飼養状況調査」県畜産課
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地域別家畜飼養戸数・頭数 

（単位：戸、頭、千羽） 
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（１） 肉用牛 

 

 本県の肉用牛飼養頭数は、畜産クラスター事業や畜産担い手事業等による施設整備や草地整備、

一括交付金事業や肉用牛経営安定対策補完事業等による繁殖素牛導入を行ったこともあり、平成

26 年より６年連続増加と好調を維持。また、繁殖雌牛、仔牛生産頭数及び仔牛出荷頭数は、継続

して増加しており、今後も仔牛出荷が増加する要因が整っている。 
 

 
 

  

 

 

資料：｢12 月末家畜・家きん等の飼養状況調査｣県畜産課 ＊肥育牛出荷頭数：（公社）日本食肉格付協会｢牛枝肉格付情報｣（H15~） 

令和２年度県共進会 

（特別賞受賞者の皆さん。左から山城畜産、ヤイマ・ブリーダー・

ランチ（代理）、石川 豊氏） 

令和２年度県共進会 

（本年度は枝肉部門のみ開催。写真は成績品評の様子） 
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（２）酪 農 

 

 本県の酪農は、全国的な消費の低迷、飼料価格の高騰などにより、飼養戸数、飼養頭数ともに

減少傾向で推移しております。後継牛確保においては、県内にある乳用雌牛を育成する家畜改良

センターに育成牛を預ける頭数が増えており、乳用牛の県外導入から県内育成へ力を入れており

ます。また、1 戸当たりの飼養頭数が増えており、農家の規模拡大が進んでいる状況です。 
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牛乳需給状況の推移 

 

父の日には牛乳(ちち)を贈ろう！キャンペーンによる副知事への県産牛乳贈呈式 
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（３）養 豚 

 

 本県の豚の飼養頭数は、環境問題、担い手不足等の諸問題から、飼養戸数は減少している

ものの、１戸あたりの飼養頭数や県内豚｢と畜｣頭数においては、増加傾向にある。 

 

 

 

       
     

     

 

沖縄アグー豚          おきなわアイランド 
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（４）養 鶏 

 

 近年、採卵鶏の飼養戸数は減少しているが、一戸当たりの戸数は増加している。飼養羽数及び鶏

卵の生産量は減少傾向にある。 

 沖縄県養鶏協会は、県産たまごの消費拡大促進と養鶏農家の経営安定を図るため、８月９日を「エ

ッグの日」として制定し、県産たまごの消費拡大イベントを行っている。 
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 ブロイラーは、主に沖縄本島北部地域で生産されており、県全体で約 45 万羽が飼養されてい

る。また、生産した鶏肉は、ほとんどが県内向けに出荷されている。 
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